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ルがそうしたように「構文的ないしカテゴリー的対象性 syntaktische oder 
kategoriale Gegenständlichkeit」などと呼んでもよいだろう8。実際に、西田も







































































































                                                  
13 次のような西田の論述を参照（なおこの箇所には後に再び触れることになる）――「フッ














































































































































































































































































































































































                                                  
27 しばらく後に西田はこのように書いている。「直接に与えられたものは、主客未分以前の
ものであるとか…云うのは、知的自己の立場からの見方である。…行為的直観の立場からは、
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